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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  
令和５年３月１３日 

件 名 令和４年度産業経済部 主要施策（突き抜け支援策）の進捗状況について 

所管部課 産業経済部 産業政策課 

内 容 

 令和４年度産業経済部の主要施策のうち、「突き抜け支援策」として以下の各事業

を実施しており、その進捗状況を報告する。 

多くの事業者の課題は売上の伸び悩みや減少に起因しており、事業者のレベルに合 

わせて販路の拡大や売上を増加していくための仕組みづくりを以下のとおり支援す

る。 

１ 海外販路拡大支援事業 

  １月から２月に実施した展示会及びテストマーケティングの実績について報告 

する。 

（１）シンガポールでの展示会【対象：令和３年度からの継続参加事業者】 

  展示会名／会場／出展期間 出展事業者 出品商品 

【名称】 

シンガポール・アートウィーク 

【会場】 

Ｓｕｐｅｒｍａｍａ店舗 

（シンガポール国立博物館内） 

【期間】 

 令和５年１月６日～１５日 

◎オーエム アクリルトレイ 

カブデザイン 手ぬぐい 

◎Crista 豆だるま 

椎名製作所 
盃・金型（マーラ

イオン柄） 

メニサイド 
紙布鞄（牛乳パッ

ク使用品等） 

   ◎印は足立ブランドの認定企業 

  ア 実績 

（ア）バイヤー訪問社数  １２社（訪問者数は約２，０００名） 

  （イ）商談見込みバイヤー数（連絡先交換数） １２社（目標１０社） 

  （ウ）進行中の商談数   １６件（５社合計） 

    ※ サンプル商品の販売数量／売上金額（事前買取分含む・概算金額） 

      ５社合計 １７９点／５４４，６９０円 

イ 委託事業者及び現地パートナーからのフィードバック概要 

（ア）商品について 

     ① シンガポールのデザイナーとコラボした、オーエムのアクリルトレ 

       イと椎名製作所の盃は、デザイン性と加工技術の高さが高評価。 

１～３万円の高単価商品も問題なく受け入れられ、椎名製作所のマ 

ーライオン柄の金の盃は、レストランのシェフからサンプル商品の 

受注が入った。 

     ② 従来の商品にないデザイン性やカラーバリエーションの豊富さから、 

Cristaのだるまが女性客に好評。自分で色づけするワークショップ 

に参加する客も多く、現地企業から商品自体に加え今後はワークショ 

ップ自体も商材になると高評価。 
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     ③ メニサイドの鞄は、アップサイクル（※）のコンセプトとデザイン 

       性が評価され、特に母親が子ども用にサコッシュバッグ（肩掛け鞄） 

を購入するケースが多かった。 

      ※ 本来捨てられるものに新しい価値を与え、元の状態より価値を高 

めること。 

  （イ）今後の成果見込み 

     ① 椎名製作所が、今年、現地パートナーがシンガポール政府から受託 

予定のプロジェクト（シンガポールアーティストの育成・売上改善 

を目的とした、現地アーティストと日本のモノづくりメーカーのコ 

ラボ企画）の一企業として選定される見込み。 

     ② Cristaのだるまは、現地企業がコーポレートギフトとしての購入を 

検討している（５０個以上）。 

     ③ インテリアショップ、設計事務所等と商談継続中（全５社）。 

（２）香港での展示会【対象：令和３年度からの継続参加事業者】 

会場／出展期間 出展事業者 出品商品 

【会場】 

ＡＰＩＴＡ太古城中心（シ 

ティプラザ）内特設ブース 

【期間】 

令和５年２月８日～１４日 

◎オーエム アクリルトレイ 

カブデザイン 手ぬぐい 

◎Crista 豆だるま 

椎名製作所 盃（富士山柄等） 

T&E JAPAN 子ども服・小物 

メニサイド 紙布鞄 

ヤマサワプレス ジーンズ・衣類 

   ◎印は足立ブランドの認定企業 

  ア 実績 

（ア）バイヤー訪問社数  ３０社（訪問者数は約９００名） 

  （イ）商談見込みバイヤー数（連絡先交換数） ３０社（目標２０社） 

  （ウ）進行中の商談数   １８件 

※ サンプル商品の販売数量／売上金額 

 ７社合計  ９５点／１８６，９６０円 

イ 委託事業者及び現地パートナーからのフィードバック概要 

（ア）商品について 

     ① T&E JAPANの子ども服やヤマサワプレスのジーンズはデザインやアッ 

プサイクルのコンセプトが高評価だが、価格が高いとの反応が多か 

った。今後は、高付加価値商品として丁寧にストーリーを伝えるほ 

か、幅を広げた商品展開等を検討してはどうか。 

     ② Cristaのだるまは、イベント前のワークショップも含めて顧客に高 

評価。顧客の多くはだるまの「願掛け」の使い方を知っているが、 

デザイン性や手づくりの背景を知り、「今までに見たことがないだ 

るま」と目新しさを感じている。今後は、パッケージや商品を持ち 

帰りたいと思う仕組みづくり等を工夫すると良い。 
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  （イ）今後の成果見込み 

     ① 日本商材を取り扱う大手デパートからは、販売条件が合意できれ 

ば、オーエム、カブデザイン、Crista、椎名製作所、T&E Japan、メ 

ニサイドの商品をすぐにでも取り扱い開始したい、と申し出あり。 

     ② 香港のセレクトショップ及びアパレルショップから、今回の出展と 

同様にチームでのＰｏｐＵｐ出店を企画したい、と打診あり。 

（３）香港でのテストマーケティング【対象：今年度の新規参加事業者】 

会場／出展期間 出展事業者 出品商品 

【会場】 

ＣＡＣＴＵⅩｈａｕｓ店舗 

（大型商業施設 

「Ｋ１１ ＭＵＳＥＡ」内） 

【期間】 

令和５年１月２７日～２月 

２８日 

KiKi 日本茶 

◎ザオー工業 金属ブロック玩具 

三洋紙業 高品質ノート 

はれてまり工房 
てまり（インテリ

ア、アクセサリ） 

HOLY CRAP! 
革製品（靴、小

物） 

◎和宏 
革製品（ベルト、

小物入れ等） 

   ◎印は足立ブランドの認定企業 

  ア 実績 

（ア）バイヤー訪問社数  １０社（訪問者数は約８００名） 

  （イ）商談見込みバイヤー数（連絡先交換数） １０社（目標５社） 

  （ウ）進行中の商談数    ２件 

※ サンプル商品の販売数量／売上金額 

６社合計 ５１点／１２９,８９５円 

イ 委託事業者及び現地パートナーからのフィードバック概要 

（ア）商品について 

     ① はれてまり工房のてまりアクセサリーは高価格帯の商品ではあった 

がプレゼン動画の活用等により、てまりに馴染みが無い現地人に対 

してコンセプトの理解を得ることに成功し、ブース内で最も人気を 

博した。 

     ② KiKiの日本茶は、現地パートナーからの助言を受けてブランド名を 

「時をつくるお茶」からモダンな雰囲気が感じられる「itoma」にリ 

ニューアルしたことで、香港で売れ筋のクラシカルなお茶のイメー 

ジとの差別化ができ、好評だった。 

  （イ）今後の成果見込み 

     ① 日本商材を取り扱う香港のスーパーから、KiKi、ザオー工業、三洋 

       紙業、はれてまりの商品についてＰｏｐＵｐ出店を企画したい、と 

       打診あり。 

     ② 香港のセレクトショップから、KiKi、三洋紙業、はれてまり、HOLY  

CRAP!の商品についてＰｏｐＵｐ出店を企画したい、と打診あり。 
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（４）次年度事業の方向性（予定） 

  ア 海外展示会出展の「経験者」と「未経験者」では、展示会等での目標や目的 

   が異なることを踏まえ、令和３年度及び令和４年度からの継続参加事業者を対 

象とした展示会の出展、令和５年度の新規参加事業者を対象としたテストマー 

ケティングの実施により引き続き各事業者の状況に合わせた支援を行ってい 

く。 

イ なお、令和５年度は、令和３年度から実施している本事業の集大成として、 

 海外展開のノウハウや成功事例等を共有・報告する区内イベントの実施等によ 

り、区内における海外販路拡大の機運醸成を図っていく予定。 

 

２ 国内販路拡大支援事業 

  令和２年度から実施している本事業の費用対効果の検証および次年度事業の改 

善に繋げるため、以下の通りアンケート調査を実施した。 

（１）アンケート対象事業者 

   これまで本事業で支援した全３０社のうち、令和２年度・令和３年度に参加 

した２０社（有効回答 １６社） 

  ※ 新たな販路に繋がる等の売上向上に資する成果は概ね１年程度の期間を要 

するため、令和４年度に参加した１０社は対象から除外している。 

（２）調査項目 

  ア 本事業の繋がりによって実現した販路及び売上高 

    令和２年度参加事業者は、本事業をきっかけにその後多くの販路を実現して

いる。また、本事業を通じてバイヤーと繋がってから日が浅い令和３年度参加

事業者は実績こそ少ないものの、新たに築いたバイヤーとの関係性を基に現在

も商談が進行しており、今後のさらなる飛躍が期待される。 

 

販路の種類 
令和２年度 
参加事業者 

令和３年度 
参加事業者 

合計 

臨時的な販路 
（催事への一時的

な出店等） 
20件 8,630千円 5件 1,280千円 25件 9,910千円 

定期的な販路 4件 980千円 ― 4件 980千円 

ECサイトの販路 2件 8,120千円 2件 290千円 4件 8,410千円 

合計 17,730千円 1,570千円 19,300 千円 

 

  イ 事業に参加した感想 

    ① 社内の意見だけでは商品改良が思うように進まなかったが、コンサル 

      のデータに基づいた市場分析やバイヤーの意見等を受け、目指すべき商 

品像をイメージすることができた。 

 

  ウ 今後の事業への要望 

    ① バイヤーとの関係の重要性を強く感じたため、定期的なアドバイスや商 

談機会の提供等のきっかけづくりを増やしてほしい。 

    ② 創業間もない事業者と横並びの支援で自社には物足りなさを感じたの 

で、個社の販路拡大に対する段階に応じた支援をしてほしい。 
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（３）費用対効果の検証 

 委託料の合計（１６,６００千円）と比べて本事業の繋がりによって実現した

販路の売上高の合計（１９,３００千円）が上回っており、さらに、本事業で習

得したノウハウやバイヤーとの関係性を基礎として、今後もさらなる販路拡大が

見込まれている。また、新たな売上の実現に加え、当該アンケート調査で明らか

になった「イ 事業に参加した感想」「ウ 今後の事業への要望」のとおり、販

路拡大に挑戦する事業者の意識醸成・意欲向上に一定の役割を果たした。 

委託料 

本事業の繋がりによって

実現した販路の売上高

（令和２年度・令和３年

度参加事業者の合計） 

【参考】 

決算の増減額/増減率 

（前々期と前期の比較） 

16,600千円 

【内訳】 

令和２年度 3,600千円 

令和３年度 13,000千円 

19,300千円 ＋156,190千円/＋17.4％ 

 

（４）次年度事業の方向性（予定） 

   参加事業者の感想や要望をふまえ、以下の点に留意して次年度事業を実施する。 

   ① バイヤーとの接触機会を大幅に拡充し、販路開拓・売上向上に繋がる可能 

性を高めていく。 

   ② 経験や実績のある事業者には、販路拡大・売上向上に直結する商談機会の 

提供に注力し、経験・実績の少ない事業者にはテストマーケティング等で 

バイヤーや消費者の声を集めて商品力向上を優先させる等、事業者の経験 

値やニーズに合わせて丁寧に伴走支援を行っていく。 

 

問 題 点 

今後の方針 

当初予算案が可決された際には、令和５年度の「突き抜け支援策」では事業者の

経験値やニーズに合わせた目標の達成に繋げる伴走支援の実施、バイヤーとの接触

機会の拡充等により、意欲的な事業者のさらなる販路拡大・売上向上を後押しする

ほか、先進事例やノウハウを共有することで、販路拡大に対する機運醸成を図って

いく。 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  
令和５年３月１３日 

件 名 令和４年度産業経済部 主要施策（底上げ支援策）の進捗状況について 

所管部課 産業経済部 企業経営支援課 

内 容 

 コロナ禍で苦しむ区内事業者の課題解決と経営意欲の向上等を図るため、新たな

支援施策として設置した「事業者なんでも相談員」と「ウェブ活用アドバイザー」

の４月～２月の相談実績及び利用者アンケートの結果を以下のとおり、報告する。 

 

１ 事業者なんでも相談員（１名） 

（１）相談実績（件）※ 年間訪問相談目標数１００件 

 訪問 電話 窓口 合計 

４月～９月 ４４ 
（約７件／月） 

３０ 
（５件／月） 

９ 
（約２件／月） 

８３ 
（約１４件／月） 

１０月 ５ ５ ２ １２ 
１１月 １１ ７ １ １９ 
１２月 ６ ５ ０ １１ 
１月 ４ ６ ０ １０ 
２月 ３ １０ ０ １３ 

合 計 ７３ ６３ １２ １４８ 

※ 丁寧な訪問等の伴走支援を原則としているため、同一事業者が複数回相談 

することもある。 

相談実績事業者実数 ７３社、最多伴走回数 １２回/１社 

 

２ ウェブ活用アドバイザー（１名） 

（１）相談実績（件）※ 年間訪問相談目標数１００件 

 訪問 電話 窓口 合計 

４月～９月 ８０ 
（約１３件／月） 

２４ 
（４件／月） 

１４ 
（約２件／月） 

１１８ 
（約２０件／月） 

１０月 １０ ５ ４ １９ 
１１月 １２ １４ ２ ２８ 
１２月 ５ ９ １ １５ 
１月 １０ ０ ０ １０ 
２月 １０ １ ０ １１ 

合 計 １２７ ５３ ２１ ２０１ 

※ 丁寧な訪問等の伴走支援を原則としているため、同一事業者が複数回相談 

することもある。 

相談実績事業者実数 １１９社、最多伴走回数 １０回/１社 
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３ 利用者アンケートの結果及び分析 

相談実績のある事業者に対し、当該相談員をどこで知ったか、相談を受けての満 

足度等を調査するため、令和５年１月１６日～２７日の期間でアンケート調査を実施 

した。 

（１）事業者なんでも相談 

  ア 回収結果 

① 配布件数 ２３件 回答数 １６件 回答率 ６９.６％ 

  イ 調査結果の要約 

① 事業を知ったきっかけは、「公社ニューストキメキ」がトップ（複数 

回答可 有効回答数１９件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 相談してよかったことは「困りごとや悩みを解消できた」「取り組む 

べき方向性がわかった」がトップ（複数回答可 有効回答 ３５件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業者なんでも相談事業を何でお知りになりましたか。 

相談してよかったことを教えてください。 
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③ 利用した満足度は「大変満足」がトップ（有効回答 １４件 無回答  

２件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 満足した理由 

「解決すべきことが理解できた」「丁寧に教えてくれる」 

「質問に対して具体例で答えてくれる」「一緒に考えてくれる」等 

④ 今後の利用について「また利用したい」がトップ（有効回答 １４件  

無回答 ２件） 

 ※ 「また利用したい」と回答した方は１４件で、回答した殆どの方が 

再度の利用を希望している。理由として、「こういう支援が欲しかっ 

たので継続して欲しい」「自社の強みや弱みを客観的に教えて欲しい」 

「仕事を増やすことを一緒に考えて欲しい」等のご意見があった。 

 

  ウ 今後の事業者なんでも相談の対応について 

① アンケートの回答は、「こういう支援が欲しかったので継続して欲し 

い」等、満足度を含め高い評価結果となった。 

② 事業を知ったきっかけとして、「公社ニュース トキメキ」「足立区 

  ホームページ」等と比べチラシの割合が少なかった。 

③ 最も周知効果の高かった「公社ニュース トキメキ」は今後、掲載回 

数を増やしていく。 

④ 次いで周知効果の高かった「足立区ホームページ」は今回の高評価で 

あったアンケートの結果を掲載し、新規の利用を開拓していく。 

⑤ 周知効果の低かったチラシについては、デザインや内容を見直し事業 

者の目に留まるようなチラシを作成していく。 

 

 

 

 

 

 

ご利用された満足度を教えてください。 
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（２）ウェブ活用アドバイザー 

ア 回収結果 

① 配布件数 ５４件 回答数 ３８件 回答率 ７０.４％ 

  イ 調査結果の要約 

    ① 予約が取りづらい。 

※ 現在は、電話相談可にした

ことにより予約の取りづらさ

は解消。 

    ② サイトの活用方法、会社に合っ 

た集客方法を一緒に考えてほし 

い。 

    ③ レベルに応じて、事例などを取 

り入れたアドバイスを受けられ 

るとより理解しやすい。 

 

ウ 今後のウェブ活用アドバイザー相談対応について 

    ① 定期的な訪問相談を実施したことなどから満足度の高い結果となった。 

    ② 事業者自ら効果的なウェブ活用ができるよう、事例等を用いて事業者 

に寄り添ったわかりすい支援を心掛け、相談対応の向上を図っていく。 

 

問 題 点 

今後の方針 

「事業者なんでも相談事業」及び「ウェブ活用アドバイザー」の利用者アンケート

は、ともに再度の利用を希望している方も多く、利用満足度の高い結果となった。

事業周知については、宣伝効果の高い媒体と低い媒体を整理し、それぞれの発信回

数や内容を工夫し、今後も気軽にご利用いただけるような情報発信に努めていく。 

 

ご利用された満足度を教えてください。 

満足

52% 20件大変満足

29% 11件

普通

16% 6件

やや不満足

3% 1件
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  
令和５年３月１３日 

件 名 令和４年度産業経済部 主要施策（消費喚起策）の進捗状況について 

所管部課 産業経済部 産業振興課 

内 容 

区制９０周年記念事業として、コロナ禍の影響を受けた区内経済の消費喚起策を

実施し、１年を通じて行う切れ目のない経済支援について進捗状況を報告する。 

１ 「㊗キャッシュレス還元祭de９０周年事業」 

（１）概要 

実 施 期 間 令和４年１１月１４日～１２月３１日 

対 象 店 舗 

足立区内のPayPay加盟店舗のうち、大手事業者
（資本金５,００１万円以上の法人が運営する店舗
およびFC店舗）を除く。 

※ 加盟店舗（コード）数  約７,９００コード 

ポイント付与対象者 年齢・居住地等不問 

予 算 額 

２５億６千９百万円余 
当初予算額：８億８千５百万円余 
第３号補正額：６億３千万円余（付与率を２０％
から３０％に変更したため） 
第５号補正額：２千１百万円余（サポート窓口設
置） 
第８号補正額：１０億３千３百万円（期間中の決
済額が予算を上回るシミュレーション結果となっ
たため） 

付 与 率 ３０％ 

付 与 上 限  
３,０００ポイント／回    

２０,０００ポイント／期間 
１ポイント＝１円相当 

（２）利用実績（確定値） 

ア 決済総額 ７６．０２億円 

イ 還元額  ２１．３０億円（予算比８６．６％）予算額：２４.６億円 

ウ 決済回数 ２１４．８万回 

 

（３）業種別決済金額（上位１０業種） 

  業種 
総額に対す

る割合 

食品スーパー ４３．０％ 

医薬品・化粧品・ドラッグストア ２０．３％ 

飲食店・喫茶店 ８．７％ 

食品販売店 ４．８％ 

理容・美容 ４．７％ 

居酒屋・パブ・バー ４．１％ 

その他 ２．６％ 

酒類・リカーショップ １．８％ 

書籍・文具・楽器・スポーツ・自転車・おもちゃ・CD・DVD １．３％ 

衣服・靴・服飾品・カバン・バッグ １．１％ 



12 
 

（４）PayPay実施による足立区の経済波及効果 

経済波及効果 １１４．８億円（決済金額７６．０２億円含む） 
※ 総務省作成「産業連関表による経済波及効果 簡易計算ツール 

（平成２７年）」を使用 
 【参考】同ツールを用いて、過去に経済波及効果を算出している自治体 

 ・ 愛知県西尾市(令和元年)経済波及効果 4.27億円(決済額 2.84億円含む） 

・ 富山県高岡市(令和２年)経済波及効果 25.3億円(決済額 16.92億円含む) 

 

（５）成果分析（PayPayによる実績報告・店舗アンケート結果より） 

アンケート回答率：９.８％（２７９／２，８４５店舗） 

ア 決済額（前月比） ※ 区内全対象店舗 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 売上増加率（前月比） ※ 区内全対象店舗のうちアンケート回答店舗 

 

 

 

 

 

 

ウ 来客数増加率（前月比）※ 区内全対象店舗のうちアンケート回答店舗 

 

 

 

 

 

 

 

エ 足立区民のPayPayユーザー数増加率（実数は非公開） 
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（６）成果分析（区商店街振興組合連合会加盟店舗へのアンケート結果より） 

 アンケート回答率：２８.６％（３９２／１，３６９店舗） 

ア スマートフォン決済導入率 

５３.３％（令和３年１０月から１５.５ポイント上昇） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ キャッシュレス決済を取扱っている店舗の割合（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ キャンペーン期間中の売上変化（PayPay以外も含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ キャンペーン期間中の１回あたりの決済額 
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オ キャンペーン期間中の来店客数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ キャンペーン期間中の新規客数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キ キャンペーン終了後の売上（11/14以前の売上比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ク 今後、キャッシュレス決済を導入したいか（キャッシュレス未導入店舗） 
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ケ 今後、キャッシュレス決済を導入したい・検討したい主な理由(複数回答可) 

 

 

 

 

 

  （その他） 

   ・ 現金管理等の業務を軽減させるため ・ 顧客の利便性 

・ 今後、決済の主流となるから 

 

コ 今後、キャッシュレス決済を導入しない主な理由（複数回答可） 

 

 

 

    

 

 

（その他） 

     ・ 本社や会社の方針のため ・ 券売機を導入しているため 

  サ PayPay決済を利用している理由（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（その他） 

   ・ お客や得意先の要望のため  ・ 入金が早い 

 

シ PayPay単独実施と複数ペイ併用での実施のどちらが良いか 
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  ス PayPay単独で良かった理由 

 

 

 

 

 

 

 

  （その他） 

   ・ 複数ペイだと覚えられない、または混乱するスタッフが出る 

   ・ 複数だと入金、締め日が異なるため売上管理が大変 

   ・ わかりやすく、時間がかからない 

 

セ 複数Pay併用が良かった理由 

 

 

 

 

 

 

 

    （その他） 

     ・ PayPayだけなぜという不信感が出る 

     ・ PayPay以外の方は不公平感があったかもしれない 

 

ソ キャッシュレス還元キャンペーンについての自由意見 

・ PayPayを使ったことがない高齢者が多数使用していて良かった。 

・ 年末の買い物客にポイント還元を喜ぶ声があり売上が上がった。 

・ 還元額を見て喜ぶ客とコミュニケーションが取れたことが良かった。 

・ レジ決済が楽でとても助かった。ぜひまたやってほしい。 

・ 暮れはどこも賑わうので、売上げが下がる２月と８月でやってほしい。 

 

（７）総評 

ア 本事業により、店舗の売上や新規客の増に繋がり、物価高の影響を受けた

店舗への支援となった【（５）イ、（６）ウ、カ】。 

イ 既にキャッシュレス決済を導入している店舗ではPayPayの取扱い率が８１％

と大きく、店舗にとっても利用しやすいキャンペーンであった【（６）イ】。 

 

（８）今後の方針 

ア 令和５年度においても物価高が続くと考えられるため、当初予算案が可決 

 された場合には、キャッシュレス決済還元事業を実施し、事業者の売上向 

 上支援をしていきたい。 
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イ キャッシュレス未導入の店舗の１０％が導入を検討していることから、一

定程度キャッシュレス決済の必要性を感じていると思われる。未導入店舗へ

の更なる導入支援を行っていく【（６）ク】。 

 

２ 「第２回㊗レシート de９０周年事業」 

昨今の物価高対策、更なる消費喚起、第一回が好評だったことを踏まえ、令 

和４年度末から令和５年度初めに９０周年事業の締めくくりとして、レシート 

事業を外部委託にて再度実施する。 
（１）キャンペーン内容 

ア ㊗スタンプが押された９００円以上（税込）の２店舗以上のレシート９枚 

で、区内共通商品券２,０００円分をプレゼント 

イ レシート９枚のうち、「あだちの輝くお店セレクション」選出店のレシー 

トが含まれている場合は、区内共通商品券２,５００円分をプレゼント 

ウ 本事業登録店には、協力金として１０,０００円を支給 

 

（２）事業スケジュール 

申請セット配布 令和５年３月１０日（予定） 

レシート貼付台紙・封筒等を区民事務所、登録店舗等に配布 

キャンペーン期間 令和５年 ３月２２日～５月２１日 

申請受付 令和５年 ３月２２日～５月２２日（消印有効） 

商品券発送期間 令和５年 ４月～６月（予定） 

協力金振込期間 令和５年 ７月（キャンペーン終了後、順次） 

 

（３）店舗数（募集期間１２月１日～２８日） 

１,４２０店  ※ 商連加盟店でかつ区内共通商品券取扱店は自動登録 

 

（４）区民への周知 

ア 「あだち広報」３月１０日号 

 イ 区民事務所、住区センター等 

ウ 町会・自治会掲示板 

エ ＨＰ、ＳＮＳ 等 

 

３ 令和５年度の消費喚起策（予定） 

  当初予算案が可決された場合は原油高・物価高の影響を受けている区内事業者

支援及び地域経済活性化を目的に、令和５年度も切れ目のない消費喚起策を実施

予定。 

（１）令和５年３月～５月 

   第２回㊗レシート de９０周年事業 

（２）令和５年９月～１２月 

足立区商店街応援券事業（区商連プレミアム商品券事業） 

（３）令和６年１月 

キャッシュレス決済還元事業 

 

問 題 点 

今後の方針 

「㊗キャッシュレス還元祭 de９０周年事業」の分析結果を足立区商店街振興組

合連合会へ共有するとともに、当初予算案が可決された場合には令和５年度の切れ

目のない消費喚起策を足立区商店街振興組合連合会と連携しながら進めていく。 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  
令和５年３月１３日 

件  名 緊急経営資金（新型コロナウイルス対策資金）の受付状況について 

所管部課 産業経済部 企業経営支援課 

内  容 

 

新型コロナウイルス感染拡大による緊急経営資金の受付件数等、融資実行

状況の令和５年２月末までの実績について、以下のとおり報告する。 
 

 

１ 緊急経営資金等受付件数 

月 緊急経営資金 
セーフティ 

ネット４号 

セーフティ 

ネット５号 

危機関連 

保証 

Ｒ２.３月 ８３９件 １４０件 ３３件 １件 

Ｒ２.４月 

～９月 
３,８６７件 ３,４２４件 ６３６件 ６０７件 

Ｒ２.１０月 

～Ｒ３.３月 
１,１４６件 ２,２２５件 ４６９件 ３７５件 

 Ｒ３.４月 

    ～９月 
１,００８件 ６１８件 ６８件 ８７件 

Ｒ３.１０月 

～Ｒ４.３月 
１,３１９件 ８４４件 ８１件 ４４件 

Ｒ４.４月 １３０件 １０１件 ６件  

５月 １４３件 ９７件 ７件  

６月 ２１６件 １５０件 ８件  

７月 １４６件 ８６件 ５件  

８月 ６３０件 ２０１件 １１件  

９月 ５２４件 ２００件 ７件  

１０月 ２９２件 １１３件 ４件  

１１月 ３１５件 １１９件 ４件  

１２月 ２８４件 １２３件 ４件  

Ｒ５.１月 ２４９件 １０２件 7件  

２月 ３３１件 １２２件 ９件  

  計 １１,４３９件 ８，６６５件 １，３５９件 １，１１４件 

 ※ 令和４年８月１日から１,０００万円から２,０００万円への融資上
限額の引き上げを実施。 
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  新型コロナウイルスに係るセーフティネット等の各申請期限は、セー

フティネット４号及び５号が令和４年１２月３１日から令和５年３月３

１日まで延長された。危機関連保証の申請は令和３年１２月３１日をも

って終了した。 

※ セーフティネット保証とは 

様々な突発的事由によって経営が困難（売上高等が減少）となった 

中小企業者を対象に、信用保証協会が通常の保証限度額とは別枠で保証 

を行うもの。市区町村が認定する。 
 

２ 融資実行件数等  

月 融資実行件数 実行金額 信用保証料補助額 

Ｒ２.３月 ２４件 １８５,５００千円 ４,８３５千円 

Ｒ２.４月 

～９月 
３,８７４件 ２６,５９２,１８０千円 ７０２,８４０千円 

Ｒ２.１０月 

～Ｒ３.３月 
１,０７３件 ６,２３９,６１０千円 １５７,２００千円 

Ｒ３.４月～ 

～９月 
９６０件 ４,８３８,２６０千円 １１８,３５６千円 

Ｒ３.１０月 

～Ｒ４.３月 
９６９件 ４,７４４,６６０千円 １１１,０２８千円 

Ｒ４.４月 ３８４件 １,９１０,７００千円 ４３,９６１千円 

５月 ２１０件 ９１６,１５０千円 １９,０８４千円 

６月 １４０件 ６４６,１９０千円 １３,４８９千円 

７月 １９５件 ９８５,３８０千円 １８,８１８千円 

８月 ２５４件 １,６１９,７００千円 ４２,４５７千円 

９月 ４４９件 ４,０４６,５３０千円 １０２,０１０千円 

１０月 ４６３件 ４,２４６,８００千円 １０２,９０９千円 

１１月 ２５０件 ２,０７３,３００千円 ５３,６４３千円 

１２月 ２９１件 ２,３９６,３００千円 ５５,３１２千円 

Ｒ５.１月 ２８１件 ２,３３０,４５０千円 ５６,８６６千円 

２月 ２１６件 １,７６５,９５０千円 ４１,０６１千円 

計 １０,０３３件 ６５,５３７,６６０千円 １,６４３,８６９千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 題 点 

今後の方針 

緊急経営資金については令和４年度末で終了予定であったが、経済状況等を

鑑み引き続き事業者への支援が必要なことから、当初予算案が可決された際に

は令和５年度も延長して実施していく。 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  
令和５年３月１３日 

件  名 勤労福祉会館指定管理者の選定について 

所管部課 産業経済部 企業経営支援課 

内  容 

 足立区勤労福祉会館は、平成１８年度より、指定管理者制度を導入している。

令和５年度の指定期間満了に伴い、足立区勤労福祉会館条例第１４条第２項によ

り、指定管理者の公募を行う。 

１ 施設住所 

綾瀬一丁目３４番７－１０２号（綾瀬プルミエ内） 

２ 次期指定管理期間 

令和６年４月１日から令和１１年３月３１日までの５年間 

３ 選定スケジュール（予定） 

日程（令和５年） 項目 

５月１０日 公募開始（あだち広報掲載） 

６月 現地説明会 

８月 第一次選定委員会 

９月 第二次選定委員会 

１２月 第４回区議会定例会議案提出 

４ 選定委員会 

  選定委員会は６名（学識経験者２名、区内関係団体代表者２名、区職員２

名）を予定し、公正な審査を確保する。 

【参考】施設概要 

① 設立    昭和６２年３月２０日 

② 施設目的  勤労者の文化・教養及び福祉の向上、区内産業の振興 

③ 構造    鉄筋コンクリート造地上２階（綾瀬プルミエとの合築） 

④ 面積    （敷地）８２１．３４㎡（延べ床）２，８９２．７５㎡ 

⑤ 令和４年度に大規模改修工事（建物の内装や給排水設備等）を実施 

⑥ こども家庭支援センターげんき綾瀬教育相談係を併設 

⑦ 現指定管理者 株式会社エム・ワイ・カンパニー 

⑧ 利用実績 

年度 利用件数（件） 利用人数（人） 

Ｒ３ ４，０９１ １０２，７１０ 

Ｒ２ ２，８０８ ７２，０９４ 

Ｒ１ ５，１９３ ２０９，５９６ 

Ｈ３０ ５，９９９ ２０４，２３１ 
 

問 題 点 

今後の方針 

① 広く事業者等に情報提供を行うことにより、応募事業者数の増加を図り競争 

  性を確保する。 

② スケジュールに沿って遺漏のないよう選定を進めていく。 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  

令和５年３月１３日 

件  名 足立区運輸事業者エネルギー価格高騰対策支援金の申請状況について 

所管部課 産業経済部 産業振興課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内  容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エネルギー価格高騰の影響を受け、価格転嫁が困難な足立区内の中小運

輸事業者を支援するために令和４年１２月１日より実施し、令和５年３月

１日に申請受付を終了した足立区運輸事業者エネルギー価格高騰対策支

援金の申請等の状況について報告する。 

 

１ 足立区運輸事業者エネルギー価格高騰対策支援金について 

（１）概要 

ア 対象：運輸業を営む区内中小事業者の事業用車両（緑ナンバー・

黒ナンバー） 

イ 申請期間：令和４年１２月１日～令和５年３月１日 

 

（２）申請件数等（３月２日現在） 

 総計 （内訳） 

申請件数 １,２９５件 １２月： ６６８件 

１月： ２１１件 

２月： ３９２件 

３月：  ２４件 

交付決定件数 ８４６件 

（※１） 

１２月： １２８件 

１月： ２１９件 

２月： ３８５件 

３月： １１４件 

交付決定金額 94,415千円 

（※２） 

１２月：18,220千円 

１月：22,837千円 

２月：44,890千円 

３月： 8,468千円 

 

（３）交付決定件数・金額（車両別内訳） 

車両の種別 支援金額 交付決定件数 

（※1内訳） 

交付決定金額 

（※2内訳） 

トラック等 23,000円／１台 １７７件 76,935千円 

軽貨物等 8,000円／１台 ６４件 944千円 

タクシー等 8,000円／１台 ６２０件 5,616千円 

バス 35,000円／１台 １１件 10,920千円 

合計  ８７２件 ※ 94，415千円 

※ 予算額213,982千円 交付決定割合 約４４％ 

  最終執行率 ７割程度（想定） 

  ※１内訳 １件で複数種別の申請が含まれている（２６件） 

問 題 点  

今後の方針 

① ３月末までにすべての申請を審査し交付決定する。 

② 当初予算案が可決された場合には、令和５年度はエコタイヤの導入 

等、省エネに資する経費について小規模事業者経営改善補助金の補助 

 上限を６００千円から１，０００千円に拡充し支援する予定。 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  

令和５年３月１３日 

件  名 令和４年度足立ブランド新規認定企業について 

所管部課 産業経済部 産業振興課 

内  容 

 令和４年度足立ブランドの新規認定企業が決定したため報告する。 

 

１ 認定選考結果 

（１）応募企業数 ２社 

 

（２）選考委員会スケジュール（選考方法） 

   第一回 令和４年１１月１８日（書類選考） 

   第二回 令和４年１２月１６日（書類選考） 

   第三回 令和５年 １月１６日（プレゼンテーション） 

 

（３）認定企業数 ２社 

 

（４）新規認定企業 

  ア はな壱（関原 3-8-7）【鼻緒、ポンダル】 

大正 13 年から親子三代にわたり足立区で鼻緒を製造（東京都で鼻

緒専門の職人は、はな壱のお一人のみ）。伝統工芸にこだわらず、和

装履物の新しい付加価値を示すものとして評価が高い。 

   ※ 和装の鼻緒を使ったサンダル 

 

  イ 株式会社 和宏（千住 5-15-19）【革製品（バッグ、ベルト、財布等）】 

警視庁を始めとした警察装備品を製作している技術力をベースと

した革加工の技術力は圧倒的。オリジナル規格の皮革を使用した自社

ブランド「ｍｉｎｃａ」の展開力や、栃木レザーとコラボしブランデ

ィングした実績が評価できる。 

 

２ 新規認定企業のＰＲについて 

（１）足立ブランド冊子、足立ブランドホームページ、「公社ニュース ト 

キメキ」への掲載 

（２）展示会出展等、対外的に周知していく 

※ 今回の認定企業２社を加え、足立ブランド認定企業の合計は６７社

となった。 

問 題 点  

今後の方針 

① 令和５年３月１５日（水）に認定証授与式を開催（予定）。 

② 令和５年度は、新たな認定基準の設定に注力するため、新規認定企業募

集は中止する。 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  
令和５年３月１３日 

件  名 令和５年度「光の祭典」の事業者選定プロポーザルの実施について 

所管部課 産業経済部 産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

内  容 

 「光の祭典」において、イルミネーションの企画力等に優れた事業者と

契約し、区内外にＰＲできる観光イベントとするため、公募型プロポーザ

ル方式による事業者選定を行う。 

 

１ 委託業務内容 

（１）「光の祭典」におけるイルミネーションの企画、付随したアトラク

ションの企画・運営、電飾やオブジェ等の作製、設置及び撤去 

（２）点灯期間中に設置するテント等への電気配給 

 

２ 提案限度価格 

  ４２，０００，０００円（消費税込） 

 

３ 今後のスケジュール（予定） 

（１）３月 第１回事業者選定委員会 

      実施手続き開始の公表、参加表明書受付 

（２）４月 第２回事業者選定委員会 

      参加表明書審査、提案事業者決定 

（３）５月 第３回事業者選定委員会 

      提案書審査、提案書の特定 

（４）８月 契約締結 

問 題 点 

今後の方針 
 令和５年度の事業実施に向けて、着実に事業者選定を進めていく。 
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